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1998/99年度南極海鯨類捕獲謂査 （］ARPA）概要

しはじめに

日本国政府の特別許可による隠極海鯨類披磁

調査GARPA）は1998/99年度で12回目を童文え、

南島幸60度以南の溺綴海第V区（東経130皮から

西経170皮の絡劉）及び第百区西側海域（商経

170.皮から西経145皮の総閤）で潟査活動を実施

した。この調査航海には、生物調査及び高日産物

製造のための認査母紛日新丸のほか、総類の鰐

生物分布や墜皮語審盗のための百十蕊魚主宰を箔殺す

る問視専門紛の第二共新丸、及び標本採集紛の

!11新丸、第一京丸、第二十五利丸の4！をの調査

紛が就航した。これまで探本採集紛として活践

した第十八利丸が勇退し、努新丸が今期調査か

ら新規参入したe このm新丸は捕鯨設備のほか

海洋緩測機器であるEPCS及びCTDを縫紋する

調査取締紛として、 1998年10月12日に竣工した

西脇茂利 （日本監事業員研究所）

（本誌403号参照）。これらの調査船は山口県下

関m下関滋あるかぽーと岸壁に集結し、 1998年

11月6日に南極海に向けて出話きした。調査船団

全紛が揃つての出港は、これまでの南極海鯨類

捕獲調査を過して初めての出来事である。

1978年以来、毎年国際捕鯨委員会科学小委員

会（!WC/SC）が実施してきた国際鯨類目視共

悶3審査の結泉に基づき、夏季に雨続60皮以南の

南様i毎に来遊する南半球産ミンククジラは76万

頭と推定され、 !WC/SCで合怒されている。ま

たこの調査を過して、 1964年に陪海域で禁漁と

なったシロナガスクジラ資源が予想以上に回復

していないことも明らかとなった。そのl.'l!由と

して、小波のために捕獲対象とならなかったミ

ンククジラが、激減したシロナガスクジラの生

態的地位を埋め合わせるように著しく増加した

ことで、シロナガスクジラの資源回復を妨げて



いるという見解が多くの研究者に受け入れられ

ている。

日本l立、初期資源、をはるかに越えて増加した

南半球度ミンククジラの資源状態に鐙み、この

資源、の持続的有効利用を目指して、 E道機管理上

の有効な生物学的特性値に関する情報収集や淡

滋管理を発展させる資i鋭機遊の解明、南緩生態

系における鯨類の役割jの解明、ならびに南極海

における潔境変化が鯨類に及ぼす拶空軍の解明を

目的として捕獲調査を実施している。

海洋生物資源は再生産が可能であるために、

適正な資源管理Rで行う漁業は、自然を荒廃さ

せることなく生産を継続することが可能であ

る。生態系のバランスを関りながら再生産の可

能な終閉を見極めてi海洋生物淡j原の利用とその

保護管理を行なうことは、人間と自然が共生す

るために絞優先して取り組むべき命是主である。

瀬E乱万帆の往路航海であったが、赤道繍給を

終えて全船調査体制が絞った矢先の11月19日、

予期せぬ日新丸の火災事故によリ一時は調査を

断念せざるを符ないと覚悟をしたほどの危機に

陥ったo しかしながら、水産庁ならびに捕鯨関

係者のご尽力によって溺資母船は驚くほどの早

さで復旧を成し遂げ、 1月58に再び限緩i持に
赴くことができた。調査期間の短縮は否めない

状況であったが、例年にない好天候とミンクク

ジラのお密度に恵まれたことにより、これまで

の溺査と殆ど変わらない成果をあげて調査を終

えることができた。火災事故当時、反捕鯨団体

は蟻んに、日本が科学的線拠に基づき必要とし

ている擦本数が期待できないのに章者資を強行す

ることは、調査という隠れ室還を縫った擬似商員長

捕監主であることを滋呈するものであるという中

｛惑を繰り返し、 !WC/SCの第51閉会合において

も、語審査結泉の不i患切性を議足立に取り上げて調

査淡しを爾策していた。しかし、今留の調査が

成功裂に終わったことから、南極海におけるミ

ンククジラ淡淑の頑俗さや銃密さをよりー筒一

般の方々にご現1拝していただくことになったと

考えている。以F、1998/99年度i有様海監事績捕

獲調資の機嬰について説明する。

2.調査海域及び調査期間
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調査海域l立、第V区（東経130皮から西経170

皮）及び第VI区西側（西経145度から商経170皮）

のこつに大きく分けられた。何れも潟終60度以

南から氷縁までの海域である（図 I）。第V区

は更に東経165皮を墳に東西に分け、西側海域

は氷縁から45i型沖合を、東側海域は荷終69皮を

南北境界として、 4つの箔査海域を設けた。

前回議査と比車交する上で大きな変更は行わな

いとの方針で議査計画は進められ、調査期限も

これまでの調査と変えず、調査海域の日程l立、
特定の認査海域から標本を集中的に抽出するこ

とをさけるために、これまでの発見密度や天候

状況に加え、探索努力が偏らないように設計さ

れていた。

日新丸の火災事故により、調査i毎年先到着が約

1ヶ月半i亙れたa このため、 12月から l月初旬

に計悶されていた第羽区西側海域の前鶏調査

を、延ままに伴い中止とした。第V区全域調査は

1週間返れで調ままを開始したが、当初の調資計

闘に関するよ述の検討結果を考慮して各々の調

査海域の日程を少しずつ縮小し実施した。した

がって、第V区全体では例年とほぼ同様の調査

時期で溺資を完遂することができた。また、第

VI区西側海域の後期調査は、前J軒高号変の中止に

｛半う採集数の不足を補う観点から、計画より調

資期間在延長し、 3月14臼から31日にかけて実

施した。調査海域における調資活動の概裂を表

1に示した。

3.調査結果概婆

3 1探索距畿

1999年 l月13日から 3月31日まで78日間の全

調査期間中に傍られた総探索gg躍をは、第V区で

6,950.0i里、第VI区西側海域で1,111.6洩の、総計

8,061.6｝聾であった。 19宮6/97年度総査における

総探索gg畿と比べ、 9,692.0j里少ない結果となっ

たa これは主として、火災事故による語審査海域

への到達ぎが巡れたことにより、第百区西側海域

前期潟主主の中止と第V区北部海域の綴本採集紛

の探索距機が少なかったことに起因する。第V
区南部海域及ひ＇t詰班区西側海域後期認査でも採

索gg緩がcl'なかったが、これは例年と比べてミ

ンククジラの発見が多かったために、綴察や採
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図1 1998/99年南極海鯨類撤磁調査におけるトラックライン及び氷縁。

上関・目視専門紛の調査コース 下図根本採集船の調査コース
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表 1 1998/99年I.I!:南極海鯨類捕獲認査における調査期間及び調査船の調資活動日程

鶴霊長活動 劇変滋後 活動矧m

包視 l!<V区北線東 1999/1/131>、ら1/23

回復採集 篤V区北部NJ: 199由／1/24均、ら1/30

目捜（1) 務V医北部菌 1999/1/14泊、ら1/28

目捜（2) 第V区北部路 1999/1/30ヵ、ら212

回復傑集 第V区北部首 199昏／1/30力、ら2/3

回復 第V区南級筒 1999/2/3ヵ、ら2/21

毘複稼銭 第V区南館協 1999/2/4均、ら2/25

吾被 、第VIK商鈎東 19自由／2/22から3パ3

窓視・傑集 第V区南鏑東 1999/2/26泊、ら3/16

呂筏 駕羽思西側海様 1999/3/14均、ら3/28

自筏ー線操 欝羽隠匿僚議蟻 1999/3/171>、ら3/31

然活動に！時間が2活かれたことが~空軍している。

3.2発見鯨種

調査期間中に観察された発見鯨穣及び発見タ

イプ別若手頭数を表2に示した。ミンククジラは、

一次発見が826計f.2,665~夏、二二次発見が201鮮727

頭で、調主主J思聞を巡じて段も多く発見された。

また媛小型（ドワー7型）ミンククジラの発見

は、一次発見の2群 2ii)'jであった。

ミンククジラ以外のヒゲクジラ類の発見は、

ザトウクジラが一次発見1061搾203頭、二次発見

27若手60頭で、ミンククジラの発見に次いでいる。

これらのほかに、一次発見及び二次発見を合め、

ナガスクジラが59群274頭、シロナガスクジラ

が7群16頭並びにセミクジラが l群 l頭であっ

た。鯨群に接近して綴然するのは、ミンククジ

ラに限定されているために、鯨種が判定できな

かったヒゲクジラ類の発見は、 48務140頭に及

んだ。これらの発見はナガスクジラやザトウク

ジラが発見された周辺で得られた悩報である。

ハクジラ類の発見について見ると、マッコウ

クジラが一次発見49群50頭及び二次発見5群6

頭で、シャチが4Wf459頚であった。ハクジラ

綴の発見は、この2種類で大学が占められた。

発見組成で見ると、ミンククジラの発見は

63.8% を占め、調査IYJ閲及び全ての認至宝il~Ji!Xに

おいて俊市樋となった。これまでの調査と比較

しても、ミンククジラの発見組成はおい。また、

日新丸

鶴査

f恐紛

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 

＠ 
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第二共街丸 勇銃丸 第－！箆丸 第二十五事l丸

回復 擦本 標本 標本

専門紛 緩築総 録集総 探猿鉛

＠ 

＠ ＠ ＠ 

＠ 

＠ 

＠ ＠ ＠ 

＠ 

＠ ＠ ＠ 

＠ 

＠ ＠ ＠ ＠ 

＠ 

＠ ＠ ＠ ＠ 

ザトウクジラと匹敵する発見組成を示していた

ミナミトツクリクジラを合むアカボウクジラ科

鯨主主の発見が著しく少なかったこととナガスク

ジラやマツコウクジラの発見が例年になく少な

かったことが、今回の調査の特徴と言える。

3.3採集したミンククジラの生物調査

採集標本の資源代表性を蚤視するために、毘

筏調査中に得られたミンククジラ（ドワープ裂

ミンククジラを徐く）の一次発見を対象に、 I 

若干から 1頚を無作為に選択し、採集を行った。

3！主の標本採集船によって得た一次発見の540

群1670鋭から、 435援を捕ま選対象として、 389頭

をま翠集した。調査海区毎の採集内訳は、第V区

で329頭、第百区西側海域で60頭であった。

生物調査における調査項目毎の笑施頭数を表

3に示した。調査母船上で溺査した車車体擦本数

は雄247頚及び由主142U.自の合計389頭であった。

この内、妊娠磁72iiJ'lから得た71頭の胎仔（ 2頚

の絡による流出を除き、双胎仔 1紐を含む）も

議査し、右翼本凝集を実施した。

調査海域及び調査期間を通じて、採集個体は

成熟維が優占した。量産の採集個体では、妊娠雌

は第V区の南部滋海域を除いて様めて少なく、

第VI区西側海域では未成熟員長のみが採集され

た。録集個体の平均体長は、体長Smを越える

未成熟雌が多く採集されたことに起i羽し、第VI

区間側海域の未成熟磁の平均体長が大きくなっ
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表2 調査海区別の毘視専門紛及び擦本採集船毎の発見群頭数

たことの他は、これまでの調査結果との差異は

認められなかった。

回線捕鯨取締条約第八条に明記されている総

体の有効利用のため、調王聖母船、における採悠録、

体の生物議査が全て終了した後に国j生産物の製

i農を行った。本調査j場開中に採集された389頭

の俗体を処理し、総長十1,728.653トンの冷凍副生

産物を製造した。

3.4実験友び海洋観測

調査船の綴察ぬ所からの発見Wt!隊及び発見角

度推定の絡皮を調べるための距離角度推定実験

を、民視専門船ではZRIB日、標本採集齢、では

2月21日及び22日に実施した。

計五士魚僚による鯨類餌生物語奇査を、調査海域

全体で問視活動を実施している溺査コース上の

4,365.5浬で実施した。僧体議日jのための自然様

c
d
 



i龍機影は、対象鯨類のシロナガスクジラ 7ll干、

ザトウクシラ24群に対して写災機彩を行った。

シロナガスクジラ2媛、ナガスクジラ 3il真及び

ザトウクジラ30頭から皮織バイオプシーサンプ

ルを採取した。第V区南部商海域においてミン

ククジラ 5群及びザトウクジラ l群に対して、

バイオプシーサンプリングシステムを用いた筏

塁標識装替を試みたが、装着には至らなかった。

シロナガス及びミナミトツクリクジラの各々 1

群に対して95分間にわたり潜水行動を観察し

た。シロナガスクジラ2群、ナガスクジラ I群、

ザトウクジラ 21昨及びミナミトツクリクジラ l

訴に対して合計663分間の水中マイクロフォン

によるH弱音録音を試みた。海洋綴測は、悶視専

門船の第二共新丸と標本採集船の！））車rr丸で各々

実施した。よ縄返海域において水識・耳塩分鉛直観

測を第二＊~新丸ではxcrnを用いて60地点、 E吉

野r丸ではCTDを用いて66地点で実施した。ま

た、表限生物モニタリングシステムのEPCSを

用い、！））新丸は調査海域に滞在中に78日間の連

続情報を収！（＼した。

3.5調査海域毎の調査概況

3. 5. I第V区北部東海域

lfl新丸は1999年1月12日に第V区北部東海減

策端に到着し、翌日の 1月13日から 1月23日の

11日間をかけて、問視噂門紛として問視活動を

実施した。 iお王正母紛日新f丸及び閏筏機本t霊祭紛

の第一京丸やtfj二十五利丸と 1月24臼合流し、

これより l月29臼までの6B閲で目視採集活動

を実施した。認基tJ割問中の天候l立、階終60皮付

近に位寵する低気圧が調査海域を菜逃するため

に、この低気圧の影響下にあるi者総60皮から63

ID:にかけては北よりの強風により認査ができな

い状況が多かった。しかし、これより南側では、

様側に位i宣する低気圧により広い低圧場が形成

されたために、約10ノットの風が吹く程度で、

良好な調査条件の下で認査が実施できた。時折、

北側の低気庄の東進に伴い後進の低気圧との間

に前線が生じ、その前線が潟査海域の京凶に1ffi
i主く綴たわる｝~となって、偏商風格が形成され、

吹き返しの強風が吹く湯合があった。特に、そ

の傾向は調査海域の西側で顕著にみられた。こ

の吹き返しによる風の議長線で前または悶ガスに

6 
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よる視界不良となったが、同時に表面水温が

l℃から5℃といった周辺水温よりi弱い水温帯

が南側に入リこんでいたことから、この風は鯨

類の分布状況に対して終度方向に~懇を与えた

ようにj思われる。また、同海域の南側に位援す

るロス海（南部東海域）関口部が例年になく氷

縁で草壁われていた為に、調査海域の南側iの一部

が来語審査となった。

ミンククジラは、~~査海域内に広く分布して

いた。他のヒゲクジラ類では、ザトウクジラや

ナガスクジラの発見がミンククジラについで多

く、例年発見の多いミナミトックリクジラやマ

ツコウクジラといったハクジラの発見が少なか

った。このように、今年度は例年の発見組成と

異なる長古来を示した固

問視専門紛（事前回筏活動中の勇新丸）の探

索li'e畿は652.51里で、ミンククジラの発見は一

次発見22群45頭及び二次発見5群6頭、であった。

3箆の擦本採！！!MSの探索距隊は574.li霊でミン

ククジラの発見は一次発見46群122~J'i及び二次

発見9訴14imて’あった。この内、一次発見の44

群を対象に40頭を採集した。採録されたミンク

クジラの性別頭数は、縫32頭、隊8頭であり、

成熟率は雄で78.1%、i挫で62.5%であった。

3.5.2第V区北部空軍機域

問視王手内紛の第二共新丸は、 1999年 1月14日

に第V区北部西海域iffi総に到務し、陀日より l

月27Bまでの14日間をかけて第V区北部酉i毎域
で問視調査を実施した。 I月28臼に紛聞と合流

し、日新丸より燃料及び食料補給を受けた後、

次の予定調査海域である第V区南部東海域へ先

行総資のために移動した。

しかしながら、南部東海域の北側境界線｛ロ

ス海関口部）付近が硬く結った海氷に閉ざされ

ていたために、第二共新丸は調査開始地点に到

着できない状況に陥った。日新丸及び綴本採集

紛3~主は l 汚29日まで悶筏採集沼野jを北部東海

域で実施し、翌日早朝までに南部東海域調査開

始地点への移動を予定していたが、長主新の氷縁

悩報と第二共新丸から得られた南部東海域のj毎

氷の状態、を緩みて、調査ii~域の翁査隠！予を変E在

することにし、 j領序の関係から南部西海域活端

へ移動を開始した。第V区北部商海域ではこの
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南部西海域西端への移動中の 1fJ30日から 2月

3臼の5日泌をかけて録集活動を実施した。箆

綴専門紛は 1fJ30日から 2月4日までの4臼

閥、北部西海域における追加の沼視調資を実施

した。 §I視専門紛が目視調査を実施した 1fl14

日から I月27日までの天候は、南終601l'!'付近を

東進する低気圧が東経165皮付近の南緯63皮ま

で南下し、童話弱停滞して消滅する状況にあった。

そのために、調査海域凶器出では低気圧の影響を

受けて天候が怒かったが、 5語弱停滞する低気圧

と西方より東進する低気圧により溺蕊海域に広

い低圧騒が形成され、気象条件は東進するにし

たがって良くなる傾向となった。南部酋端への

移動中においては、時gj霊63度から65皮の範囲を

商僚に移劾する形になったために、衰弱する低

気圧の広い低圧場の中を務査することとなっ

た。このような気圧配絞は、調査海域の北側を

東進する低気圧が例年になく南下しなかったこ

とにより、天候の安定をもたらしたが、反面、

東経150度以東の氷縁が例年になく北側に張り

出す状況を生む結巣となった。

当該海域における目視専門船によるミンクク

ジラの発見は、東側に多く分布する結果となっ

たが、これは東西における天候による調資条件

の違いが影饗したことによると思われる。採jil

紛号事が当該調査海域の南側となる南終63皮から

65fl主の範殴を西側へ移動した時の潟査では、天

候条件に遠いは見られなかったが、この時には

東西に広くミンククジラが分布する結果を得た

からである。例年ならばミンククジラと問様に

広く分布するミナミトックリクジラを含むアカ

ボウクジラ科綴類の発見は緩めて少なく、調査

海域において散見する経度であった。

自視専門紛の探索距総は961.Si里で、ミンク

クジラの発見は一次発見53群30li1Jl及ひ’二次発

見21群15H真て’あった。際本祭主義紛3！主の採童話

距離は868.8i理で、ミンククジラの発見は一次

発見52群97鎖及び二次発見6務8頭であった。

このうち、一次発見30援を対象に27頭を採集し

た。一次発見の22訴が採集対象外となった理由

は、急冷設備修理のために郎生産物の冷凍処穫

が行えない状況に紛った符があり、捕獲制限を

実施したことによるものである。調査回数は少

なかったが、 lまぽ詩1絞63皮から65皮の聞で認資
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海域の東西から広く採集する結梁となった。採

集されたミンククジラの性別頭数l立、雄18媛、

民主9顕であった。成熟率は雄で66.7%、憾で

22.2%であった。

3. 5.3 ~喜V区南部西海域

第VIK南部西海域において、 iヨ視専門紛は2

月3日から 2月2113までの19日間で目視活動

を、 31!iの隠視線本採銀総は2月4白から 2月

25日までの21日間（内 3日間は補給及び荷役）

をかけて目視採集活動を実施した。調査期間中

の気圧配援は、調査海域の北側を東進する低気

圧が、調主を海域の東側の商品章63皮から65皮付近

で停滞し袋弱する状況て府あった。そして袋弱し

ながら停滞する低気圧と東進する低気圧によっ

て溺盗海域は東闘に広い低圧場を形成した。ま

た時折、畿財｛大ii!!からの高気庄の強い張り出し

によリ生じた南北に立つ隣が東進してくるが、

この絡が西側からの低気圧の東進を阪むことに

なった。従って、留君主主期間を通じ広い低圧土器と

高気圧の蜂付近で調査を実施する形となり、良

好な気象条件に怒まれる結果となった。

1996/97年における当該海域の天候は、西側lか
ら移動した低気圧が南東進して、調査海域付近

の大陸に認ち込んで停滞し、その低気圧から延

びる自立絡が、調査海域に広がる気圧配絞が卓越

していた。また談州大潟及びタスマン海に停滞

する高気圧の張り出しが強く、調査海域の商側

から移動してきた低気圧は調査海域の北側を南

東にゆっくり停滞気味に進んだ。これにより毒事

変の進行（京から磁へ）に伴って、大険組lの低

気圧と認まま海域の北朝jにある低気｝王とが述なる

前線が調査海域を東西にまたぐ気圧配澄とな

り、東経150度以闘では前線と低気圧の影響を

大きく受ける結果となっていた。このように、

気圧配絞が前殴と大きく奥なることが調査状況

にも反映したことが伺える。

氷縁lま概ねNICの氷縁情報と一致していた。

例年と比べ、東進する低気圧が衰弱停滞したた

めか大路側に南下することがなかったので、東

経150Jl'!'以東の氷縁は著しく北側に位置し、パ

レニー諸島付近からロス海関口部 (l有終681l'!'30

分付近）にかけて氷縁は南下せず調査WJI百lを述

じてとどまる状況となった。



ミンククジラは、，＼！，~盗海域に一様に分布して

おり、目立って氷縁際に集中する水域は確認さ

れなかった。平均分布笛度は、例年になく高い

｛査を示した。 1994／何年の伺海域では、概ね東

経150皮を境にして、ミンククジラの発見状況

が東側で極めて少なく、西側で多い傾向が兇ら

れたが、 1996/97年では東側lで多く、間側で少

ない傾向となっていた。今回の場合は氷縁状況

は1994/95年と似るが、ミンククジラの分布が

偏在する傾向は認められなかった。

問視線門紛の探索距廃誌は647.51型で、ミンク

クジラの発見は一次発見114群476頭及び二次発

見59群192顕であった。 3~をの擦本採終紛の探

索lle廃誌は1.686濯で、ミンククジラの発見は一

次発見247若手1.082頭及び二次発見181持110頭で

あった。このうち、 1671揮を対象に157頭を採録

した。 SOR手を対象外にした腹自は、生産物の急

冷設備の収容能力限界による捕獲制限の結泉で

ある。節度指数及び平均若手れサイズは、自筏専

門船で17.61及び4.18、標本船で14.65及び4.32で

あった。これらの結果は、これまでの認ままを通

じてもっとも高い伎となった。

採集された性別綴数は、雄78il員、経79rrJ'!で、

la:ぽ1: 1の性比となった。成熟率は、機で

91.0%、織で75.9%であった。

3.5.4第V区南部東海域

問視専門紛は2月22沼から 3月12臼までの17

臼閥、綴本採集船は、 2月26Elから 3月15Elま

での18日開をかけて~ll査を実施した。

話竜王宝j羽問中の気庄自己鐙l立、調査泌主主の北側を

移動性低気庄が東進し、調査海域の南~i\63皮な

いし65/ll'.付近で停滞し衰弱する傾向にあった。

移動する低気圧と衰弱する低気圧により調査海

域に広い低圧場を成す形となった。低気圧のi'i'

滋袋弱は後州大路からの強いiiii気圧の張り出し

により生じるが、この高気圧はやがて南北に立

った騰となり、低気圧の東進を拒みながら京へ

移動した。そのため概ね広い低圧士号と高気圧の

隊付近を潟王をすることになり、良好な調査条件

に忠まれる結果となった。但し、悶筏専門紛は、

低気庇の移動と調TI:の進捗がill:なるmとなった

ために、桜木採集紛と比べて気象条件が怒かっ

た。
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ところで、議州大潟からタスマン海にかけて

広く強く張り出した高気圧の彩懇で、活から移

動し南に落ち込んできた低気圧はロス海関口部

で長く停滞したが、この低気圧は南下するに従

い穣i弱気EEの影響て・発途する傾向にあった。こ

のような気象綴況が反映し、本年は例年になく

ロス海llll口部周辺の氷縁が残ったために、当該

海域では調査対象海域の北側部分て’のみ調査す

る結果となった。

白夜専門紛の探察距離は377.3i霊で、ミンク

クジラの発見は、一次発見36苦手105頭及び二次

発見57群194ii.liであった。擦本校、~船の採言語距

緩は1,183.71里で、ミンククジラの発見は一次発

見121群269頭及び二次発見9群33顕であった。

このうち121群を対象lこ105頭を探集した。密度

指数及び平均詳れサイズは、目視専門紛で9.54

及び2.92、線本採集船では10.22及び2.22であっ

た。ミンククジラは、隣接する南部西海域の密

度と比べて低いが、 i有部海域の官官皮としては比

絞的高い伎であった。性問Uil童数は荷主79頭由主26ii.li

で、雄の官ru合は71.4%となった。成熟率は雄で

84.8%、~是で50.0%であった。

3. 5.5 ~詰羽区西側海域

目視専門紛は3月13日から 3月25日までの16

8閥、綴本採1長船は3fl16日から 3月31日まで

の16日間で実施した。調査綴隊中の天候は、 F有
終60皮から63度付近を東進した低気圧が、高気

圧の凝り出しによって停滞して南北に伸ひeる前

線を形成し、その南端南総65皮から67皮付近で

更に小さい低気圧が発生する状況となり、低圧

土器とお気庇の隙付近で認ままを実施する形となっ

た。このため例年では悪天候が卓越する時期に

入っていたにもかかわらず良好の気象条件とは

なったが、日を追ってシャーベットアイスや芸霊

祭氷が北上してきたため、調査j担問を汲じてほ

ぼこのような水域の中で調査することになっ

た。

ミンククジラはl豆Ul'fが卓越し、主主紫氷の目立

[I号やシャーベットアイスから頭部を突き出すと

きに発見するという通常の調賓とは異なる状況

であったD 問視専門紛の探索£§隊は542；里で、

一次発見61li宇68波及び二次発見14群16ii.liであっ

た。標本採集紛の探jjU｛！障をは569.6i里で一次発
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見74群100頭、二次発見3群3頭であった。こ

の内、 73群を対象にω頭を採集した。密度指数

及び平均群れサイズは、目視専門紛で11.25及

ひ＇l.11、採本採集紛では12.99及び1.35て’あった。

採集されてミンククジラの性別頭数は雄40頭、

隣20頭でま住の割合は66.7%となった。成熟率l土、

雄65%、出量l立米成熟のみであった。

4.終わりに

これまでの調査結果と比較して本年度調ままの

特徴として、 1）調資期間及び認まま海域をj邑じ

てミンククジラが優占穏で、発見組成の63.8%

を占めたこと、 2）妊娠隊は第V区の南部調海

域を除き緩めて少なく、第VI区邸側海域では未

成主桜躍のみが採集された、という 2点があげら

れる。

ミンククジラの発見筏皮や平均瀞れサイズ

は、第VIK南部東海域（ロス海）の植を徐き全

ての海域で高い｛直を示した。特に南部i!]j海域で

は顕著な健となった＠これまでの調査では、南

部東海域が他の海域よりも商い｛直を示してい

た。しかし、河海域では、これまでの調遊結果

と比べて絞も低い偵を示した。但し、本年度認

査における南部東海域は緩めて特異な状況にあ

った。調査期間を通じて北側境界線付近で騒広

く氷縁が滞ってしまったことで、南部東海域の

北側の一部分でしか総資が行えなかったからで

ある。したがって、発見密度や平均株サイズは

北部東海域（北側に隣接する調査海域）の値と

よく一致し、性組成においても隠滋のことがい

える。このような結果から、南部東海域では妊

娠磁を含む成熟雌が氷縁の南側に大きくrmいて

いた水域に回遊していたとする；＠；見がでてくる

であろう。しかしながら、第V区の南部西海域

や北部西海域における発見筏皮や平均君事れサイ

ズを見ると、東側より高い値を示していること

から闘部東海域の未認査海域に成熟雌が分布し

ていたと結論づけるのは早計であるのかも知れ

ない。成熟した磁のミンククジラが氷縁を潜っ

て南側の関氷海域に集中していたかも知れない

が、今回の結果では氷縁に沿って京商方向に分

散した可能性も否定できないからである。南部

東海域を除き密度や平均群れサイズが例年に比

べて広範殴にわたり高い似を示したことから

も、この惑が何える。更に、第1江区間側諸司王星結

果は新たな疑問を提供したことになる。商業捕

鯨においては漁期が終盤に近づくと成熟燥の捕

獲が大半を占めるようになっていた。今調査で

は3月下旬の氷縁近くでの採集にもかかわらず

未成熟偲体が多く、成熟縫が全く採集されなか

った。成熟雄は季節並びに海域の南北にかかわ

らず広く分布することが明らかになっている

が、成熟畿の分布は季節の変化や氷縁の状況に

より変化すると考えられている。これからの繍

資では季節約な分布僚級のみならず、氷縁の｛立

図や餌生物の分布、受には海洋檎遂を踏まえた

ミンククジラの回遊を解明しなければならなく

なったと怒われる。計盤魚採による餌生物分布

翁査及び海洋観i!UJ、並びに行動態l堅持や発俗機に

よるバイオテレトリーといった分野の情報も、

こうしたクジラの回遊解明に役立つに迷いない。

計量魚探を用いた餌生物現存量調査の
鯨類調査への導入について

一背景、準備、結果

1.はじめに

南極海産品t類捕獲調資QARPA）は‘箆i際捕鯨取

…9-

村瀬弘人（日本鯨類研究 所）

終条約第八条に2毒づいて日本協政府によリ計画

立案され、日本鯨類研究所が委託され笑施して

いる。 JARPA調査の目的は(I)l哲学球産ミンク



クジラの資源管理を向上させるための生物学的

特性織の推定、（II）南綴生態系における鱗類の

役割jの解拐、（国）鯨類に対する環境変化のlli~撃

の陸軍明（N）淘半球産ミンククジラの資源、管理の

ための、系i持機迭の解明の 4つである。

1987/88年度から継続し12羽目に当たる1998/99

年度調査から、主問的の一つであるI若級生態系

における鯨類の役割の解明に衡する研究のた

め、尽視専門船である第二共新丸に員十滋型魚群

探知機（計盤魚採）を搭縦しオキアミ類をof:と

する自i生物現存盤章司王査を開始した。計盤魚採と

は、魚群や水深あるいは海底地奴探査に用いら

れる官襲撃j凶器と、同様の機能を持っている。即

ち趨音波を発射し、その音波による反響の強弱

により魚群の有終や底の位霞を泌定する機器で

ある。計五ま魚採はこの他に、複数の賂波を同時

に発射することにより複数穏から檎成されるfl.¥

litの笛皮を魚極絡に分けて算出する機能が｛給わ

ったものである。従来型魚探によって符られた

情報は、付自主的な定性情報にとどまっていたが、

計滋魚探の開発により、鯨ま耳目視総資と悶じ時

空間内で餌食物現存盤調査を実施することが可

能になった。また、捕獲したミンククジラから

得られる生物学的データと問視総査データに、

計j致魚探データを合わせることで、ミンククジ

ラとオキアミ類の相瓦関係を鼠接的に解羽する

解析が実現できる。

本幸設は、針盤魚採の導入から調査に至るまで

の経終と1998/99年度調査で得られた恰広報を用

いた予備約な解析結果について述べる。

2.調査に向けて

2. 1計盤魚探の導入
言！＂！立魚探との関わりを持っきっかけは、日本

鯨類研究所に入所してまだ何回も経っていない

1998年4月のある日、「この夏に、ノルウェー

に行ってもらうことになるJと言われたのがそ

もそもの始まりである。計i立魚探の講習会に出

席するということは迎解できたが、その頃の私

は、百IN認された調盗部で何をするかまだはっき

りわからない状況で、また月末から北西北太平

洋鯨査員捕獲調盗OARPN)の隠視専門船書司王をぬと

して乗船する準倣に追われ、そのことについて

…10… 
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深く考えている余裕はまるでなかった。 5月中

頃、第二共新丸を下紛し、いよいよ計；盤魚採を

本格的に手がけることになった。その時初めて、

計盤魚採の導入準備として既に1997年から調査

船の遂択や機種の遂定が進められていたことを

聞いた。計盤魚擦は、線級でわずかな水泡発生

でもノイズとなり、その務皮をさげてしまう。

水産庁の新鋭調査紛である関洋丸においても水

海の影塁手で調査に支隊をきたすことが竣工後に

明らかとなった。車事類自視認査において採用さ

れている探綴巡力で潟査活動が行なえないと計

重量魚擦を搭紋する怒妹がなくなる。第二共新丸

l立、高著査船として巡られた紛ではなく、法延総

やイカ釣りに従事した遠洋漁船である。もちろ

ん計議魚僚のために設計された露骨体ではなかっ

た。しかしながら、計蕊魚探の専門家の助言に

基づき、水産庁水産工学研究所の川島敏彦氏に

依頼し、第二共新丸が通常の探鯨速力における

水泡発生の塁手警察程度、言「E立魚擦の設翠位置2を検

討した結果、 :Ji;外にも、計五ま魚探を搭絡する一七

で、条件のよい紛体であることがわかった。ま

た、調査探然i車力では、単体で計滋魚探を設冠

すると、同符形の突起物であるために自ら水泡

を発生させることが明白となり、関洋丸で採用

されている細長い紡重量形のソナードームを船底

キールに取り付ける形で水；告発生を最小限にと

どめるようにした。 5月26日に、第二共新丸に

俗絞するシムラッド社（ノルウェー）計盤魚擦

のデモンストレーションが研究所内で行われ

た。現時点、での計盤魚採に閲する続報は、数枚

のパンフレットしかなかったが、その年の3月

まで野生動物学を中心に勉強をしていた私にと

っては、それですら馴染みのない魚探専門用2苦
で壊め尽くされていて、まったく理解できず、

混迷のみが深まるばかりであった。私が苦i・j蓋魚

探を駆使し、調査結果を得ることができるのか

という焦燥感が、怒iJiの如く！泌3誌に抑し寄せて

きた。

このデモンストレーションは、シムラツド裂

の計五主魚採と後処理解析ソフトの翰入代理店で

ある日本海洋側の中野健一氏によって進められ

た。｜司氏の言葉たくみな説明と岡（誤解析の美し

さに、全てがわかったような3昔党に焔りそうに

なったが、結局のところは理解不能という現実

） 
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が大きな塁きとなり立ち塞がった。説坊が進むに

つれ、討盤魚採システムがいかに複雑な設定を

施さなければならないのかが唯一理解できたこ

とであった。機械の操作はすべて英語対応で、

その上主に使う後処理解析ソフトはUNIXで銀l

くという説明を受け、無垢の状態でこれからど

れくらい新しい知識と情報を詰め込まなければ

ならないのか想像すらできなかった。

2.2言十盤魚探を理解する

デモンストレーションから、ノルウエーにお

ける議溜までの閥、混沌とした頭の中を整理す

るため、計王室魚探を駆使して餌生物現存盤調査

を行なうために必援な文献の収集とハードなら

びにソフトの操作方法の理解に授やした。収ill
した文献の多くは引用文献の項で取り上げてい

るが、文献の穏類としては大きく 4つのカテゴ

ワーが挙げられる。

I.魚採を使用した並道滋盤解析の解説滋

2. 調査の対象となるナンキョクオキアミの

生態について

3. 魚探を使用したナンキヨクオキアミの現

存盤解析について

4.鯨類と喜耳生物の関係について

しかしながら、これらを主滋とした文献l対日
文で脅かれたものはまったくと言ってよいほど

なく、しかも専門用語が多用されている縫島幸な

ものであリ、繰り返し読み理解する努力を続け

る以外に成すすべはなかった。

2.3キャリフレーション（絞疋）とは？

言f重量魚採l立、反撃軍音の強弱をもとに海洋生物

の現存翠の害事出をおこなう機器である。水中で

の音波の伝わり方は常に一定ではなく、自然環

境条件、特に水温と続分総皮の変化に合わせ、

音述、音の減衰も変化する。当然のことながら

音速や音のi威主主の変化は反機管の強弱にも変化

をもたらし、例えばまったく問じ魚訴からの反

撃型音を基に現存怒を苦手出したとしても、自然潔

筑条件の巡いにより現将主誌が~なってしまう可
能性がある。これでは精度の高い現存丞推定が

行なえないので、自然環境条件にかかわらずー

一II-

定の魚群からは常に一定の反撃事音が記録される

ように、反撃事の強さがわかっている鈎球を基準

として、計監魚探を調整することをキャリプレ

ーション（絞正）と呼んでいる。端的にいえば、

正しい時刻を表示させるために、時計の誤差を

117番の時報で修正するのと同様な作主主である。

水温と犠分機皮は、音寺斎i毎域や季節号事により奥

なるので、キャリプレーションは調査毎に毎回

実施しなくてはならない。

7月下旬に中野健一氏から f海洋水産量逮i銭関
発センターが道東で実施するスケトウダラの淡

滋認ままのためにキヤリプレーションをやるので

一度見学したらj とお誘いを受け、水産淡滋開

発センターの商品奇正慾氏の御）￥Ji';に甘え、見学

させていただくことになった。紛に設置まされill・
E設魚探を目の当たりにしてキャリプレーション

のやり方を体験することで、これまでの不安が

少し軽減されてきたように思えた。また文献か

ら得た知見の理解力が埼し、調査の具体像が見

え始めた。

2.4ノルウェー、シムラッド社講習会へ

ノルウェ一、シムラッド社での講習会は先方

の者陪で9月に行われた。 JARPA凶器の11月ま

で時間が残り少なくなってきており、この議盟

会ですべて決着をつける怒気込みでノルウェー

へ向かった。講習会が関かれた場所はシムラッ

ド社のあるホーテンという小さな町で、オスロ

から電車で2時間ほどの位i翠にある。講習会は

2週認の日程で、第 1週目は水中音警察学の基礎

と計盤魚採の取扱方法をシムラッド社の開発担

当者が、第2；屋目は魚採データを用いた現事致

推定法についてベルゲン海洋研究所の研究者が

それぞれ英語で論議を行なった。講義は初9持

から17時くらいまで関；持され、内容の淡いもの

であった。参加者は民本からの私を含め、欧州

を中心にナミピアやカナダからの9名であっ

た。私以外の参加者は笑話カf機能で、かつ魚探

使用経験者であることから、講義中の質疑応答

も充実したものとなり、知識不足の私にとって、

高n室そのものに加えて、これらの議論が計鐙魚

探自体を耳ll島幸するのに役立った。~；外なことに

参加者の半数は、第 ll星回の諮義だけで帰って

しまった。理由を尋ねると、技術者だから魚探



の扱い方のみ理解すれば、解析は担当の人関が

やるという答えが返ってきた。日本では研究者

員長技術者というのが当たり自立なだけに少々終い

た。

余談ではあるが、講習参加者同二lごで集まり、
パブで友好を深めたある夜の出来事である。話

題が捕監事の話になり、当然私が四苦八苦しなが

ら英諮でいろいろな質問に答えることになっ

た。ある参加者が「捕鯨の必裂性はないj とい

ったところ、シムラッド社の人が、「何故必要

ないと言えるのだJと切返し、捕監事主主吾論議が

始まった。認は白書長し、隣の席にEllっていた妙

官官のノルウェ一人女性までが参加して、最終的

には捕鯨反対を口にした参加者を押し切ってし

まった。ノルウェーの南極海捕鯨船鴎基地であ

ったクリスチャンセンがホーテンから近く、捕

鯨に携わっていた人が多い土地摘が幸いした。

先程の女性も、親、兄弟が捕監事船乗りであった

ことを誇らしげに私に語ってくれた。欧米諸国

の捕鯨に対する風当たりが強い中、長ll綴iの重要

性を考えている人たちが、 8本以外にも存在す

ることを肌で感じ、心強い気持ちになった。そ

んなこんなの2週摘にわたる講習を終え、言｜盤

f.＼＼僚の知識がより－F:'J深まり、実銭に向けて自

信もついた重要な議溜会であった。

2.5ドックでの計盤魚探取付け作業と

南極海への出航

10月に入り、 ドックで第二共Wfr丸への言i：滋魚
際取付け作業ーが始まった。私も取付け作員長に立

ち会うべく、 17日に綴戸阪へと向かったe 船内

l立、配線のため天井はまjがされ、船底の内~も
トランスデューサー（送受波器）取付けのため大

きく剥がされている。大線路1な工事になると予

怨は立てていたが、工感状況を見学し予想以上

の燦燦に驚かされた。岡持に、後は私がきちん

としたデータを潟綴ii~で収集し、なおかつ解析

を完遂することだけが残されているのだと強く

府覚した。 29日再び瀬戸聞に向かい、計盤魚、探

の｛午露bl縫認とキヤリプレーションを行なった。

動作には限定立がなく準備は完了した。11月6日、

第二共産者丸は下関滋を出滋し、南緩海へとi向か

った。
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3. 1998/99年度J腿 PA調査
における計量魚探調査

3. 1南極海でのオキアミ類現存盤調変

のE重要性
陶磁海生態系内では、ヒゲクジラ類、最重総額、

潟銭、魚類の主主主な然生物として、また漁染対

象径としてナンキョクオキアミが璽妥な役割を

果たしている。簡単な生態系モデルでも、ナン

キョクオキアミ現存盤の経年変化が、これらの

捕食者の現務経に影撃事があることが示唆されて

いる（Murphy,1995）。南極海では、ナンキヨ

クオキアミは、察室耳図i韮に訪れるナガスクジラ

綴の主妥な鰐生物とされているが、この情報は

捕獲した偲体からの情報によるものであり、フ

ィールドでの生きた俗体の観祭に基づく生態系

内での餌生物を巡る車室内、種間意書合関係につい

ての知見は少ない（Kawamura,1994）。古くか

ら商業主II鯨による大型鯨類の乱獲が原因とされ

る生態系バランスの変化が指摘されている

(Mackintosh and Wheeler, 1929; Laws, 197η。
しかし、現在までのところ肉祭捕鯨により大型

のヒゲクジラ類が滅リ、利用可能な餌生物が増

えたことによるミンククジラの性成熟年齢の低

下（Kato,1987）といった間接的なf立殺を得て

いるにすぎない。

12 .. 

上記のような生物学的な姿因に加え、近年で

は温暖化による海氷の滅夜、オゾンホールの拡

大による紫外線盈の増加といった非生物約環境

妥悶が南大洋生態系にあたえる彩警察に注尽が緩

まっている（Tynanand DeMaster, 1997）が、

現在のところ仮説のレベルでとどまっているも

のがほとんどであり、特に車！i類に対するE手続に

紋1してはフィールドでの綴察に基づく報告は少

ない。例えば、オキアミ絞現存王室のi自滅は冬期

の海氷の張出し状態が影響していることが示唆

されているが（Loebet al., 1997）、この現存盤

の地i戒が鯨綴資源に与える彩警察についての研究

はなされていない。

その他、オキアミの分布と現存程遠の変化が、

南半球産ミンククジラ系統務行動に~~警察を与え

ている可能性も考えられ、系統税特別のために

は、オキアミ類の終報が必要との指摘がある

(Pastene and Goto, 1999）。
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持絞可能な食物資擦としてのヒゲクジラ綴の

管理方法をより篠実にしてゆくために、その鰐

生物室電話事の分布状況と凝存霊童抱擦はきわめて重

要である。

3.2調変緩婆

第V区と第VI区西側海域で実施した1998/99

年度JARPA総資では、第二共新丸に設置ました

EK500計盤魚探（シムラッド社｝を使用し、 38、

120、200kHzの各湾波数から得たデータを収集

した。トランスデューサーは、海面から約

4.3皿の深さにある紛底部に取り付けている。

綴地対策として、トランスデューサーが海氷等

に接蝕しないようにポリカーボネート板がトラ

ンスデューサー前額に取り付けられている。ト

ランスデューサーとポリカーボネート板の間は

機械i由で満たされている。

図lに示したV区北部商（130°Eから165°E聞

の60°s以南の氷縁から45マイル離れたライン

までの海域〉、 V区南部商（130。Eから165°E閣

の氷縁からその沖合45マイルまでの海域）、 V
区南部東（165°Eから110°w関の氷縁からその沖

合45マイルまでの海域）、百区西側α70。Wから

145°W間の60。Sから氷絞までの海域）でデータ

を収集した。首十E詮魚探データは鮫類目視調衰の

ために設定されたトラックラインJ:で収集し

た。視界が怒い、海況が怒いといった状況で問

視認査を実施していない場合でも、 トラックラ

イン上を航行している場合には、員十五立魚、探デー

タを収集した。 V区内の小海域、北部活（1999

年 l月14日～27日）で1405マイル、南部酋（2月

3日～20日）で1152マイル、南部東（2月24尽～

3月 IB）で541マイル、またVI区西｛則（3月12

8～3月初日）で590マイルのデータを収集した

（表 I）。表 1のトラックラインの番号はそれぞ

れの海域で、活から東に向けて増えていってい

る。収集したデーヲの総距縫は3688マイルであ

った。言十滋魚探の調盤のため、出港前松山許，，

(1998年10月29日）と調まま海域内（1999年2月2

日）でそれぞれキャリプレーション（絞正）を実

施した。

3.3解析方法
員十数魚採データは、 120kHzの水面ドlOmか

一13--・

ら250mの深度範閣のデータを使用し、 1平方

メートル当たりにオキアミ類が何グラムいるか

という函絞筏皮（p、g/m＇）を算出した。また、

調霊長海域内で実施したキャリプレーションで符

たパラメータを使用して解析を実施した。小海

域毎のオキアミ類街皮の島幸析方法l土、 Hewitt

and Demer (1993）、 Demer阻 dHeWJ仕（1995）及

びPOSTFIBElGll・幾魚探ワークショップレポー

ト（おion.,1986）で述べられている解析方法を採

用した。オキアミ類は120kHzでは強い反応を

示すが、 38kHzでは＂~＇、反応になることが、三
隠沖でのツノナシオキアミ（E.pac（戸ca）とス

ケトウダラ （Tlzeragrachalcog問問ma）の語審査
(Miyashita et al., 199ηで明らかになっている。

またナンキョクオキアミでも古くからこの特性

についての研究がなされていて（Madureiraet 

al. 1993）その方法は縫立されつつある。今問は

この特性を利用し、 120kHzのエコーグラム｛記

録紙）で強い反応、を示し、 38kHzのエコーグラ

ムで弱い反応を示している訴をオキアミ綴とみ

なし解析を行なった。

JARPA溺Jttの主~~~部地主愛であるミンクク
ジラの総経波 I皮に区切ったグリッド毎の密度

指数(DI、頭数／100マイル）と島幸経no皮グリッ

ド内の平均オキアミ類密度を地図上にプロット

しミンククジラとオキアミ綴の分布の関係につ

いて考察を行なった。さらには海底地形、氷縁

との関係を視党約に羽らかにするために、それ

らの情報も同じ地図上に取り込んだ。作図には

海洋版GIS、MarineExplo肥 r（（株）環綴シュミレ

ーション研究所）を使用した。

3.4結果

3 .4. Iオキアミ実質の分布

表 1にV区小海域毎及ひ。VI区西部lそれぞれの

平均オキアミ綴筏皮を示した。 V区南部西で最

も平均密度がil'Eかった。 V区北部凶、北部索、

南部東ではそれほど平均密度に大きな迷いはな

かったが、VI区西側では俸給に低い値を示した。

ffi?l 2に1:海域での総経JJl:I i支グリッド内の平均

オキアミ密度を地図上にプロットした。全般的

に71<縁際での密度が潟かった。特に1so0Eから

160。Eの氷縁際付近でなおかつ隆捌斜面で窮度

のおいグリッドが比較的連続した。沖合域であ
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図I. 1998/99 JARPAで計五連魚探データを収集した夜間（太線）。細線は氷縁ライン。

関2 全海域での総経度 l皮グリッド毎のオキアミ類密!Ji'(g/m＇）、細線は氷縁ライン。

図3 全海域での総経度 l皮グリッド毎のミンククジラ街皮指数、 DI（頭数／10也マイル）。

細線は氷縁ライン。

るV区北部商では、あまリおい筏度ではないも

のの、小i括主主内全般にオキアミ類が分布してい

た。 V区衛部東では、高い街度のグリッドがあ

るものの、分布は断続的であった。

3.4.2 ミンククジラの分布

関3に'.E:海域での総経皮 lI宣グリッド内のミ

ンククジラ密度指数(DI、頭数／100マイル）を示

した。 150。Eから160°Eまでの氷縁際付近でな

おかつ陸棚斜聞で向い筏度指数が波紋してい

た。これ以外の氷縁際でも、おい密度：指数を記

録しているが、断続的であった。 V区北部商で

は発見が少なく、必然的に密度指数も低かった。

-・ 14 

3.4.3オキアミ類とミンククジラの分布

関係
ミンククジラの密度指数が高かった150。Eか

ら160°Eまでの氷縁際付近でなおかつ陵棚斜閣

の海域では、オキアミ類密!Ji'も高かった。 V区

北部酋では、オキアミ主震の分布は海域全絞に広

がっていたのにもかかわらず、ミンククジラの

分布は断続的で街皮指数も低かった。 V区南部

東では、 180°から175。Wにかけての氷縁際で、

オキアミl:fiとミンククジラの分布が重なる海域

があった。百区西側では、オキアミ頒密度が著

しく｛互いのにもかかわらず、ミンククジラの発

見があった。
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表上海域別のオキアミ密度。 niは1マイルインターパルの数、 SA(m'/nmつは後方散乱係数、

ρ(g／皿つはオキアミ¥ff皮をそれぞれ指す。

泌区 v VI 

磁波 ＇鰐河 ，，窓術 何

トラン.，ト昏号 開 SA1m'/11m弓 p包／m'} ni SA(m’／困問弓 p{g/m'} ni 早川m'/nm'l p低／rnワ m SA加＞＇／omう ρ恥／m')
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"' 
lOS 870 J~ 242 " 328 500 

'" 25日 除 35183 " 63 2(/) 

"' 127 570 ＇＂紛
., 59~ ！ 

2刀 ＂泌＇＂ 24 747 '" 6817 

38 。制.

"' 
62455 

" 0%1 

" 4'39 

IO " 3493出
" " 124 636 

" 93 1497例

13 125 MO“7 

" " 429 I?邑IS " 
開閉

" " 216552 
" " 123 418 

Z百l 1405 !IS2 

Cf幻絞皮 21 713 

密皮肉分敵 18 783 

省1皮<fWWotl紙ffltij 士lt 143 

3.5考察

ミンククジラの来遊磁矧にあたる l月から2

月にかけて、ミンククジラの笛度指数とオキア

ミ類の密度が共に高かった150。Eから160。Eま

での氷縁際付近でなおかつ縫棚斜面の海域は、

過去のミンククジラの捕獲データとオキアミの

漁獲データから、この2種の霊＊な漁場である

ことが示唆されている(Ichii,1990）。今回の調

査はこの事実を淡付ける形となった。

南極海ではフロント域が縫棚斜面及び島の周

辺で形成されることがあり、このフロント域は

オキアミ類の群形成に関巡しているものと考え

られている(Ichii,1990）。フロント域の形成と

氷縁の性質及びf立霞といった条件が璽なり、オ

キアミ類がrt'G密度になるための条件がj筒たさ

れ、さらにこのオキアミ類を檎食するミンクク

ジラがこの海域に銀中したものと考えられる。

しかしながら、どのような環境要閣がオキア

ミ類の高節度群を形成するために必要なのか

は、今後さらなるデータの収集とその解析によ

って検討していかなければならないロまたこの

隊撤斜函主義がパックアイスに認われていない年

度では、ミンククジラの栄養状態は良く、反対

に援われている年度では栄養状態が怒いことが

過去のJARPA翁査の結果から示唆されている
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日ch誼etal., 199め。本年度はおそらくミンクク

ジラの栄幾状態は良いことが予想されるが、こ

れについても今後の解析によって明らかにする

予定である。

これに対し、上記の高密度海域とほぼ同時期

に調資したのにもかかわらず、 130。Eから150°

Eまでの海域ではオキアミ室長官官J立は低かった。

表IのV区南部商のトランセクト lから10の値

がそれにあたるのであるが、トランセクト 2と

10を除いてオキアミ類笛皮は低くかった。 1996

年に80。Eから150。Eにかけて鯨類回復溺査と計

盤魚探とネットサンプリングでオキアミ類の調

盗を行なったNicolら（1999）は、 115。Eから150°

Eにかけての海域はオキアミの官官皮が低く、サ

ルパの密度が高い海域であると報告している。

Nicolら（1999）の実施した調査の中のオキアミ

溺資に関しては、 Paulyら（1996）がさらに詳し

い報告を行なっている。 JARPA調査と海域が重

なっている130°Eから150°Eまでの海域で2月

中旬から末に調査した結采、 Paulyら（199めは

オキアミ密度をSA依｛後方散乱l済面桜、つまり

オキアミからの反撃事音の滋皮）て＂ 36司8m'/nm＇と

報告していて、これは今回の商事析で使用した解

析方法で平方メートル当たりの翠盤に変換する

と5.lg/m＇となる。また、 62。Sから65。30’S及び



135°Eから145°Eで閉まれた海域で、 1月末か

ら2月初旬にかけてネットサンプリングを実施
したChibaら（19宮8）も、この海域ではオキアミ
の密度は低く、サルパの鐙疫が商いことを報告
している。 135°Eから145°Eまでの海域は、南
極大陸もしくは氷捌付近まで海部は海氷に空軍わ

れていない年度が多く、この海域ではオキアミ
漁業はほとんど行なわれていない日ch比1990）。

Nicolら（1999）とChibaら（1998）は、この135°

耳から145°Eにかけての海域に比較的温度の高
い大洋性の表摺水が流れ込んでいること、また、
冬期の海氷の張出しが弱いことが、この海域で
夏季から秋季にかけていつでも、オキアミ類が
少なく、サルバが多くなる原因ではないかと指
摘している。商機半島周辺では、 i毎氷の5R出し
が冬期に弱い年では、オキアミ類が少なくなり、
サルバが多くなる傾向があり、一方張出しが強
い年では反対の現象が起こることが指撤されて
いる日必ebet al., 1997)。しかしながら、 illi氷の
張出しが冬期に弱い年でも、オキアミ類の現存
惑が多い年もあり、 Iつの環境要因だけで、オ
キアミ類現存盤の埼i成を説明するのは草壁しく
(Murphy et al., 1998）その他の嬰図の鯵綬も今後

の解析で検討していく必皇室がある。
1998/99年度JiほPA語審査におけるミンククジ

ラの分布状況は、 135°Eから145。Eにかけて海
域、特に大陸付近では、発見はあるものの密度
指数は低かった。 1992/93年度JARPA謁査でも
135。Eから145。Eにかけての海域ではパックア

イスは大陸付近まで溶けていた。この年度もこ
の海域でのミンククジラの笛度指数は低かっ
た。このことから、オキアミ類の笛度が低いと
ころでは、ミンククジラの密度指数も低くなる

傾向が明らかになった。

ミンククジラの来遊末期にあたる 3丹、 VI区
西側海域の氷縁際では、オキアミ類の密度が極
端に低いのにもかかわらず、ミンククジラの発
見があった。この海域で捕獲されたミンククジ
ラはま監と未成熟雌だけであった（Nishiwakiet 
al., 1999）。来遊磁！剖では、氷縁器官に成熟量産が多
いのと比べると、その構成は非常に災なってい

た。この遠いにも、鰐生物であるオキアミ類の
分布状況がE詳録している可能性が考えられ、今
後さらなる検討を行なう予定である。
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4.鯨類調査における今後の
言十量魚探調査

4. 1計蚤魚探データ解析方法

ilH設魚探に反応が記録されても、その反応が
どんな生物穏からの反応であるかは魚採データ
だけでは判断が燃しい。そこで通常であれば、
計盈魚採潟査はネットサンプリングと問時に実
施し、ネットで捕獲した生物騒構成を参考にし
ながら魚採データの解析が行なわれる。しかし
ながら、計盤魚採の設寂されている第二共新丸
には、現在のところネットサンプザング添材が

なく、議判別のためのサンプルが確保できない。
しかしながら、商根潟では多周波を使用した

緩の識別法が研究されていて、その方法の絡皮
は年々高まっている(Brierleyet al., 1998）。今回
の解析では視$＇.！約にオキアミ類とその他の反応
を区別したが、今後はコンピュータプログラム
を使用し、定主主的にこの解析を進めていく予定
である。またミンククジラはオキアミ査員の体長
の大小にかかわらずランダムに摂鈍しているよ
うなので、ミンククジラ同内容物のオキアミ鍛
のデータが解析に使用できるものと考えられる

ことから、今後検討していく必要がある（一井

氏私信）。

4.2言十蜜魚探データとミンククジラ生
物学的データを組み合わせた解析

溺綴泌において鯨綴問視溺至宝、計E設戸t主事調査
及びネットサンプリングを用いたオキアミ類の
現存盤調査が何時に突施されはじめている。

1999/2000年度は、 CCAM LRが防総な潟査を実
施する予定である。しかしながら、これらの潟
査では、鯨類の捕獲は実施されない。その点、

JARPA調査の枠組み内で実施している計盤魚探
データの結果は摘獲したミンククジラの生物学
的データと組み合わせることができる強みがあ
る。この強みを絞大限に生かし、今後の解析作

殺に取り総んでいく予定である。 JARPA調査で
はすでにミンククジラの腎内容物と脂皮隠の関
係から、オキアミ類現存滋の増減がミンククジ
ラの栄養状態に彩撃事を与えている可能性がある
ことが指摘されていて(Ichiiet al., 1998）、この

情報に~I 盤魚採により符られるオキアミ類現存
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鐙データを組み合わせればさらに関係が羽らか

になってくるものと考えられる。またオキアミ

類分布状況とミンククジラの性的、年齢的な緩

み分けの関係などの解析が今後の課題となる。

4.3オキアミ類、ミンククジラの分布

とその他の環援護図の関係

1997/98年度JARPA潟王室以来、第二共新丸で

はXCTD観測を実施している。 1997/98年度の

解析結果はMatsuokaら（1999）が報告している

が、 1998/99年皮の解析についても現在準備が

進められている。また1999/2000年度JiぼPAm霊

安からは5高級丸にすでに設関されているEPCS

による表隠水温、場分後度、クロロフィルi幾度
の連続記録を第二共新丸でも開始する。近年、

地理悩報システムを用いて、さまざまな環境要

問と鯨類分布の関係を明らかにする研究が進め

られている仏fosesand Finn, 1997；日町n田aki,

1999; Hooker et al , 19習の。 JARPA調査でも仁認

のデータに加え、海底地形、デジタル化した氷

縁情報等の悩毅を池辺情報システム（GIS）に

取り込み、それらの嬰悶がオキアミ類及びミン

ククジラの分布にどのように関係しているか定

怒的に終析していく予定である。

4.4オキアミ類及びミンククジラの分

布関係のスケール

今回の解析では、オキアミ類とミンククジラ

の分布rm係を紛らかにする上で、終経度 1皮グ

ザツド単位で比絞を行なった。しかしながら、

鰐生物と鯨類、またその他の耳話機愛図との関係

を調べる上で、スケールをどのように決定して

いくかという問題が米関東海岸でのセミクジラ

の分布の研究（Clapham,199町、また南極半＆~
周辺で実施された農家主買とオキアミ綴溺夜（Reid

et al., 1999）で挙げられている。スケールの決定

方法については際立された手法が現在のところ

ないが、］ARPA弱ままでもメソスケールでのl純
計闘があり、この枠内でオキアミ類とミンクク

ジラの分布状態が解明できるような認ままを現在

検討中である。

4 . 5 1999/2000年度JARPA調査へ向け

ての対応
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計重量魚探によるオキアミ類の現義援書審査をル

ーティン化するため、認まま方法マニュアルの笠

綴を逃めている。また、第二共新丸の調査艮l立、
昨年と同様、目視調査担当調主主ffii.I名、計E草魚
綴その他海洋観測担当調査員 1名、百十2,g"，体制

とし、作議の効率化を隠指している。さらに、

宮視調査と魚探翻ままを同時にスムーズに実施す

るために、 j呂i邑方式と接近方式の時間配分の検

討を行なっている。
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日本鯨類研究所関連トピックス（1999年12月～2000年2月）

第30図水産資源管理談話会の開催

当研究所資総管理研究センターが主催する擦

認会合が、 12月9臼午後に当研究所会議室にお

いて34名の参加の下で開催された。今回は、東

京大学海洋研究所の松田裕之氏が rmcN絶滅

危恨種判定基準の改正案と問題点J、中央水産

研究所の細谷和海氏が f日本の希少淡水魚の現

状と資源管破」と題する話題を提供し、それら

の話題について資疑応答が行われた。

グリーンピースによるJARPA調査の妨害

12月5日よリ南極海で実施していた本年度

]ARPA調査は予定巡り3月lOElに終了したが、

12月20日から1月1613までの問、グリーンピー

ス所感のアークティック・サンライズ号とその

桑組良による総括hな調重量妨怒を受けた。妨害は

主として採録したミンククジラを母紛に引き淡

す作業の時に行われたが、その行為はグリーン

ピースの資金集めのための宣伝フィルムとし

て、ヘリコプターと特殊ゴムボート4~をに分乗

したグリーンピース専E話機彩隊によって織彩さ

れ、即時世界中のテレビ局に配倍された。この

妨害により調まま紛団長は精神的苦痛を強いられ

たが、調主主には実質的被害はなかった。

日韓露コミッショナー非公式会談の開催

12月20日～22日まで3皮自となる機記の会議

…19… 

が海外漁業協力財団会滋祭でflllii産された。当研

究所は会議事務局を担当した。当研究所から大

隅理事長以下役職員13名が会議に参加した。

大隅王塁率長の年頭合同記者会見

1月21悶当研究所会議室において、恒例とな

っている水庭庁記者クラブメンバーに対する大

隅理事長の年鎖に当たっての合同記者会見を行

った。この記者会見には10社12名の記者が参加

したが、理事長の新主II魁｛機怨に注認がlllまった。

第31回水産資i康管理談話会の潟催

当研究所淡源管現研究センターが主催する綴

記会合が、 1月27日午後に当研究所会議室にお

いて37名の参加の下で開催された。今回は、水

産庁漁場淡j鼠認！のJII村始氏が「孜が閣のTAC

iiiリ皮の現状と将来展望~J、中央水産研究所の谷
津明彦氏が fTAC魚穫のA百Ct／.定の現状と将

来展望j と足立する話題を提供し、それらの話題

について質疑応答が行われた。

職員の退職

1月31日付けで、自占川附属突験場綴託の熱岡

安男が退職した。

JARPNレビュー会合の開催

2月7日～10日の閥、 H古海のホテルマリナーズ



コート東京において標記会合が開催された。本

会合は!WC科学委民会の特別会合と位置宮づけら

れ、会議参加者は合計30名、内海外からは伺委

員会のメンバー10名が出席した。提出論文は合

計32綴、内日本から提出した論文は26綴に及ぶ

が、研究の煽の広さと深さに高い評価を受けた。

また、 JARPN調査が北太平洋のミンククジラ

淡滋の管理に主主献するという点、での評価も得ら

れた。

第4回「人と鯨研究会」の潟儀

2月21日、日本水産資i飯保護協会会議室にお

いて綴記研究会が開催された。研究会では、青

木人志一橋大学法学部助教授から「動物法から

文化をさぐるJと題する話題提供を慕にして、

討議がなされた。

CITES率前説明会の開催

来る4月10～20日までケニアのナイロピで開

催される第11問CITES会議を前にして、その事

前説明会が2月22日の築地市場での会合を皮切

りに3月中旬まで、流通業界関係者を対象に全

悶10ヶ所の会場て’逐次開催され、当研究所から

魁I却f迎イJ

大隅理事長外役員も参加した。

包本語ホームページ隠設

2!'125日に、 ill研究所の日本語ホームページ

を開設した。

（日本日開Pアドレス ht旬ーI/www.icrwhale. org 
英語HPアドレス ht旬：I/www.whalesci. org) 

平成11年度広報企画委員会の開催

2!'129臼ill研究所会議室において、綴認委員

会が開催された。委員会では、水産庁担当官よ

り捕鯨を巡る現状が説明された後、当研究所で

行っている捕鯨再開に対する諸外悶の迎解を終

ることを目的とした海外広報活動についての綴

告が行われた。今回は、アドバイザーとして2

人の専門家を招き、専門家の立場からみたPR

の有リ方等の提言を頂いた。また、委長からは

PRの行方について活発な発言があった。本年

度!WCが強硬反論節、殴である談州で行なわれる

ため、対談PRについての議論も交わされた。

また、新たに開設した当研究所日本語版ホーム

ページのデモ等を行った。

日本鯨類研究所関連出版物等（1999年12月～2000何月）

［印郁物］

ill研究所：財団法人B本監事類研究所年報 平成10年度。 75即日本鯨室長研究所， 199宮／10/1.

ill研究所：鯨研過倍 404.26pp.日本鯨類研究所， 1999/12.

当研究所：水産資滋管理談話会報 21.30pp.日本鯨績研究所資滋管理研究センター，2000/2.

当研究所： （慈見広告）グリーンピースに反論する。日本の捕獲調ままは合法的！グjーンピースの活

重品l立、暴力的敏感行為！ i羽日本新聞，2000/2/19.

グッドマン ゲン・飯聖子椅夫（訳） 反捕鯨主義のまやかしとその罪（反捕鯨巡劾室長への反論）。鯨五月通信

404:1215, 1999/12‘ 

Goodm田， D.:CORRESPONDENCE.Marine Pollution Bulletin 40(1）・：8990, 2000/1. 

ゲツト”マン ゲン’第2問問MCシンポジウムに参加して。 GGTニュースレター 36:2-3,2000/1/1. 

Goo也nan,D.:Greenpeace’s problem with research a whale ofa旬leτheWashmgton Tnnes, 2000/1/22 

Goo也n四，D・No血reattomm註ewhales.The West Aus甘alian,2000/1/25. 

Goo也nan,D.:Save出ewails, Greenpea配泊ieAustrali四， 2000/1/28.

石JII ilU：特別読物 ノルウヱー捕鯨事情（4）。水産週報 1503:2ι22,1999/12/5. 

石JII i¥IJ：特別読物 ノルウェ－tif；鯨事情（5）。水産週報 1504:4-6,1999/12/15・25.

Mar也iez,I.血 dPastene, L A ’：RAPD-typing of Cen回 land Eastern North Atlantic and Western North 
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Pacific minke whales, Baineηoptera acutorostrata ICES Journal of Marine Science 56:640-651, 

1999. 

村上光由・殴説水産概要。 176pp.成山主主主書店，2000/1/28.

村上光由．里子生動物の利用と水産談。会水卸 257:2ι29,1999/12/28. 

大協消治新春クジラ座談会森本!WC日本代表を閤んで。水産タイムス，2000/1/1.

大筒裕治・新しい捕鯨像の世界への発倍を。漁村66(1):15,2000/1/1. 

大陥治’i台．ミレニアム新時代を開く f捕監車問題J座談会。日刊水産経済新開，2000/1/6.

Ohsumi, S.:Working toge血eragainst worldwide anti-whaling forces. Mainichi Daily News, 2000/2/22. 

Pastene, L A 血 dSh凶 ada,H.:Report of a sighting survey in Chile’s Exclusive Economic zone with 

commen柏 onset whale distribution. Ana／，田 lnstitutoPatagonia, Serie Cs. Nat. 27.51-62, 1999 

銭谷苑子：春から初認にかけた7Eおよひ＇Sil正区におけるミンククジラの分布 (1998年北西北太平洋ミ

ンククジラ捕獲認査概要）。鯨研通信404：・1-12,1999/12. 

［学会発表］

松蹴井二・渡主塁朝生・－1ヰ太郎・島問裕之・西脇抑U: JARPA 1997 /98におけるX口D海洋側副総析

結果。第22回極域生物シンポジウム， 1999/12/2・3.

村綴弘人，松i司耕ニ・一井太郎・ 2軍総茂利： 1999年南半球Ji卒、南極海（130。E-145。W〕におけるヒゲ

クジラ類、特にミンククジラとオキアミ類の分布の関係。第22凹綴域生物シンポジウム，

1999/12/2. 3. 

［発号室・ 5費i寅｝
大隅ff）治．クジラの進化 むかし、クジラは隆にいた。港区立滋郷土資料館，2000/2/12.

大隅滋治：これからの捕監事について。漁紛協会第285回月例懇談会 尚友会館ピル8F会議室，

2000/2/18. 

大路m治：クジラの生態 クジラの毎日と毎年。港区立浴郷土資料館，2000/2/26.

田村力：おはようこちら水産情報局長ijiと漁業迂ゆ。ラジオたんぱ(NSB),1999/12/6・7

凶村力：名古箆大騒ぎシャチ紋出大作戦（ニュースステーション）。子レピ朝B,2000/2/23. 

[JARPN Review Meeting提出文衛

Abe, H , Goto, M 田 dPastene, L A: Population structure m也ewestern North Pacific minke whale 

加fe口・edfrom microsatellite analysis. SC/F2K/J10. 14pp. 

F叩se,Y.: Outline of the research activities of the Japanese Whale Research Program under Special 

Permit in出eNorth Pacific UARPN〕丘om1994 to 1999. SC/F2K/J8. 30pp. 

FUJ!Se, Y., H成田nada,T., Aoki, M , Niimi, S., N訟a匂， H.,Honda, K. and Tanabe, S. An a仕emptto 

identifシstocksm血ewestern North Paci百cminke whale (Bafoenoptera acutorostrata) using 

the accumulation levels of heavy metals and organochlormes as ecological tracers 

SC/F2K/J18. 18pp. 

Fijise, y・， Zeni祖国，R,Tamura, T., B田 do,T., Oh加ii,S., T：訪問da,S., Ki也Jitna,A, Kimura, T., Mas品ti,T. 

田 dTohyama, D. Cruise Report of the Japanese Whale豆esearchProgram under Special 

Permit in也eNorth Pacific UARPN〕in1999. SC/F2K/J9. 32pp. 

Goto, M., Abe, H 阻 dPastene, L A: Additional analyses of mtD NA control日gionsequences泊血e

western North Pacific minke whales using JARPN samples. SC/F2K/J32. 5pp. 

Goto, M , Abe, H.田 dPastene, L. A’Estitnation of the m凶ngproportion of白e'J’間d‘O’stocksin 

sub area 11 using uniョ 阻dhip町 印 也lgenetic markers. SC/F2K/J27. !Opp. ~Appendix 8pp. 
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Goto,M., K討しZ. G., Abe, H.皿 dPastene, L A.: A no担 on出epossib出町yof浴田昌命mgindividual J stock 

animals from a mixed assemblage based on mitochondrial DNA analysis. SC/F2K/J28. 9pp. 

Goto, M 四 dPastene, L A. Popula世ons甘UC組問 m血ewes匝mNorth Paci日cminke whale based on 

RFLP and sequencing analyses of mtDNA control region, using data from the 1994-1999 

JARPNsu四eys.SC/F2K/Jll. 15pp. +Appendix lpp. 

狂akamada,T.田 dFujise, Y.: Preliminary examination of the heterogeneity of田 temalmeasurements of 

minke whales in the western part of the North Pacific, using data collected during 1994-1999 

JARPN surv町SSC/F2K/Jl5. 12pp. 

Matsuoka, K, H話 国 血ada,T., Fujise, Y.阻 dMiyashita, T.: Distrib凶 onpattern of minke whales based on 

sighting data during the JARPN 1994戸1999.SC/F2K/J16. 17pp. 

M血ni,Y., Bando, T., Takai, N. and Sal田moto,W.: Diet records and stock s仕uctureof minke whales 

Balaenoptera acutor.田 trataaround Japan自 由mmedby o " C叩 d/j路 Nanalyses SC/F2K/J20. 

12pp. 

N水a拍， H.,Tanabe, S., Niimi, S., M泊h,T. B., Sakakibara, A., F吋i阻， K and Fujise, Y.: Populati叩

structure in mmke whale from the North Pacific examined by the persistent organic 

pollutants as chemical tracers. SC/F2K/J17. 9pp. 

Ohsumi, S , Ha出叫也，廷祖dFuji田，Y 豆.eviewon the objectives ofJap皿 eseWhale Re田町・chProgram 

under Special Permit m出enorth-western North Pacific CTARPN). SC/F2K/J29. 7pp. 

Ok由加国， H血 dGoto, Mτbe s祖国世田lpower of the hypothesis tes出 gfor the elucidation of genetic 

population structure in the North Pacific mmke whales using allele frequency data 

SC/F2K/J30. 7pp. 

Okamura, H , Zen出血， R,H江古田tsu,Kand E匂to,H Some analyses on血eposs1b11ity of the existence 

of W-stock minke whale in sub-area 9 using the information on conception dates 

SC/F2K/J14. 9pp. 

Pastene, L. A., Goto, M.阻 dFujise, Y.・Reviewof the studies on stock identity in出eminke whale 

Balaenoptera acutorostra加古umthe North Pacific. SC/F2K/Jl. 22pp. +Appendix 4pp. 

T田nura,T.担 dFuj1se, Y.・Bnefreview of the s加diesof feedmg ecology in the minke whale Balaenoptera 

acutorostrata企Om the western Nor仕1Pacific prior to JARPN surveys. SC/F2K/J31. 6pp. 

T田nura,T.田 dFujise, Y. ・ Daily and seasonal food consumption by the western North Pacific minke 

whale. SC/F2K/J24. 18pp. 

Tamura, t四 dFujise, Y Diurnal change m feedmg activity m the wes怯mNorth Pacific minke whale. 

SC/F2K/J23. 16pp. 

Tamura, T.田 dFu1ise, Y Geographical and seasonal changes of prey species in血ewestern North 

Paci目cminke whale. SC/F2K/J22. 26pp. 

Tamu四， T.,Ohsumi, S. and Fu11se Y Some examinations on body fa加essof the western North Pacific 

minke whales. SC/F2K/J25. 20pp. 

Watanabe, T., Matsuoka, K, T百nura,T. and Fujise Y“Oceanographic condit10ns of the western 

subarctic gyre region based on oceanographic data during the JARPN 1994-1999. 

SC/F2K/J26. 18pp. 

Zeni回ni,R, Ka臼， Hand Fujise, Y.: Some analyses on b10log四ip町田前民間 ofwestern North Paci日c

minke whales，仕oma view point of s加ckiden世盛田tion.SC/F2K/J13. 18pp. 

［新開記事｝（日産車fi}fP,庁長見記事ファイルより抜粋）

GPの行為は海賊 大綱日鯨研瑛事長が通告 鱗類調査への妨答中止求める 日刊水産経済新開
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2000/1/19. 

調査捕豊富妨害活動は「海賊行為Jグリーンピースに即時中!l：求める 大隅総研理事長：みなと新聞

2000/1/20. 

Whali皿gfor research:Courier M羽I,2000/1/20. 

・ End product is whale meat Courier Mail, 2000/1/21. 

i童法な妨害中止せよ 鯨研大関理事長 Gピースに対し通告．水産タイムス 2000/1/24.

－水緩芸員の指針2000 守勢から攻勢へ （財）日本鯨類研究所大隅ii~治理事長・みなと新聞 2000/1/24.
・南綴海議室主捕鯨 I皮肉し グリーンピース過激妨害 母船に強行乗船図る：読売新聞2000/1/25.

大隅現事長が年頭会見 新たな捕鯨創造へ攻勢を GPの妨害寄と戦い南極f毎調査進める：日刊水蔵

通信2000/1/25.

・年頭会見大隅日鯨研理事長次調査へ検討を開始今年は守勢から攻勢へ 日刊水産経済新聞

2000/1/25. 

－記者席新捕鯨機怨に世論の支持を 日刊水産絞済新開 2000/1/26.

GPが終了声明 日本の監事類捕獲量毒査抗議・みなと新nu200011121. 

－調査捕監事巡り 日本vs.NZ突然の舌戦新替相が環境問体を支持朝日新関2000/1/27.

日新丸 4月に釧路入浴 ミンククジラ北海道で初水掲げ．臼刊水ill!経済新na200011121. 

・ Commerce in disgui問：.TheWest Australia, 2000/1/27. 

すいけい時前’ GPの妨害には強い婆勢で南氷洋の鯨類披磁調査：日干IJ水産経済新問J2000/1/31. 
2000年、わが幾界は？年頭会見 守勢から“攻勢”へ 日鯨研ー大隅域事長。水産タイムス，

2000/1/31. 

・ Public 'misled over whaling’：官官Press,2000/2/1. 

・Whale問 searchersattack darkτhe Dominion, 2000/2/1 

Whale numbers rising expe比：TheP日ss,2000/2/2. 

・水産関係者が反発と怒り 27日、 5団体代表はNZ大使に抗滋：日干u水産通信2000/2/2.
長a豊富協会などがNZ大使館に抗議 GP支持のクラーク首相 発言に反発．みなと新1192000/2/2. 

・日産車研など5殴体 NZ首相に抗議設提出 鯨類布H堅調資問艇で水産タイムス 2000/2/7.

ー築地 くじら！！フェスティパルベーコンや赤肉特価で販売 2713 先者3000人に鯨汁配布．
みなと新関 2000/2/16.

. 27日に「くじらフェスティパルj築地市場：臼刊水産経済新聞2000/2/17.

新内紹介村上光由箸成山堂芸書店刊 図説水産概要魚介類利用の｛±級みがわかる：日刊水産

経済新潟 2000/2/17.

園際漁会長情勢説明会 大白本水産会が開催：日fU水産通信 20002/18.

. 22日にE盟際情勢説明会開催大臼本水ill!会：日刊水産経済新聞 2000/2/18.

CIT玄S、マグロなど きょうから全悶10地区で渋l~誌の悶際情勢説明会大日本水度会：みなと新聞
2000/2/22. 

－鯨、市場関係者ら招き大阪で悶際的勢説明会みなと新開 2000/2/28.

・築地くじらフェスティバルに5000人 f懐かしいJ「初めてJなと’様々：みなと新関 2000/2/29.

cπ'ESめぐる動向 大日本水産会の箆i際法＼3霊総勢説明会森本次長、野村課長が説明・日刊水産経

済新Hfl2000/2/29. 

｛幾誌記事］（日鯨研所蔵記事ファイルよリ抜粋）

a第十三次雨氷洋鯨類調査 f日新丸飴佼IJがtll潜水産庁 これまでの調査成果の概婆まとめる

!WC科学委民会でも高い評価：水産世界 1999/12/15.

水産功級者表彰式 大日本水産会校宮殿下ご隣席のもと49名を表彩：水腹週報 1999/12/15.
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・ニュース・ダイジェスト 第5次鯨類調査副産物販売：水産週報 2000/1/5.

「捕鯨及び反論線運動」日豊富研が刊行：水産週報2000/1/15.

GPi程上テロ行為一日新丸に衝突：水産週報 2000/1/15.

大衆を欺くグリーンピースの反捕監事行動 日本の調ままは科学的にも正当・合理的 意事研がプレスリ

リースで反論：水産世界2000/1/15.

北西太平洋!WCコミッショナー非公式会合関く．水産界 2000/2/1.

・水産庁、南氷洋皇宗主質調査12年の成果まとむ：水産界2000/2/1.

. ~語、臼本の調査披露京を非襲撃：水産界 2000/2/1.

・IWMCでクジラダウンリスティング訴える 水産界2000/2/1.

・鯨研、 GPの調斎捕鯨妨害行為に抗議・水産界2000/2/1.

・過激潔境保護団体GP 捕鯨認査への妨答続く：水i!l1週報 2000/2/5.

－年頭会見守勢から攻勢の年 日本鯨類研究所理事長大絡協治：水産週報 2000/2/5.

. 21世紀に継ぐ新捕鯨構想、の実現を 大隅鯨研理事長が年顕会見で諮る．水産世界2000/2/15.

・GPのま語力的行為は「海賊行為であるJ大隣豊富研理事長が抗議．水産世界2000/2/15.

・人名を軽んじて何が環筏保護だ グワーンピースの「欺I繍」を今こそ主義く：子ーミス3月号

2000/2/17. 

京きな魚（編集後記）

また春がやってきました。 3月10日南極海で

の調査を終えた日新丸調査鉛聞は、日本に向け

て瀬調に北上を統けています。調査海域に向か

う往航持より彼自立時の船足が早くなっているの

は、同じく北上中の桜前線に追い付いて、際で

花見をしたいという船団乗組員遠の飯望が紛を

後押ししているからでしょうか。

昨年の火災時にも出現しましたが、｛持付き疲

れきった乗組員の気持ちを顧みない非人道的行

為と世界中の批判を浴びて撤退したグワーンピ

ースが、懲りもせずに南極海まて’やってきまし

た。 30人から成る撮影隊を南緩海に送り込み、

編集したフィルムを洋上から世界中のテレビ局

始めマスコミに流せる組綴力と資金力の大きさ

には総かされます。グリーンピースはマスコミ

に情報を流すことで寄付金を集め、その資金で

生討を立てている組綴です。従ってマスコミの

注巨を集め続けるために彼等の活動l立、より刺

激的に、より過激にとエスカレートして行かざ

るを得ない宿命を負っております。一方マスコ

ミ側にしてみると、グリーンピースの調査妨1!;:

24 

自体は毎皮の繰り返しで関心は簿くなるばかり

です。今聞の彼等の行動が執劫で過激化した背

祭にはこうした事情があるようです。

英語版に加えて日本語のホームページが際設

されました。ホームページは一度に沢山の情報

を掲載することが出来、リアルタイムの綴集も

可能です。季刊誌として発行している r鯨研通

イ言』にとっては強力なライバルとなりますが、

印別物という利点を生かして発刊の綴続を際保

して行く所存です。皆織のご支援をお願いしま

す。

さて今号は総資部職員2名の投稿文の掲絞と

なりました。針盤魚採にヲいての紹介をして

『線研通信』に初登場した村詳童話は、文科系の

学生であった6年前に臨時溺査員として南極海

に行ったことが転機となって、米閣の大学で海

洋生物を学び直した後に当研究所に戻ってきた

男性で、 1998/99JARPA概要を報告した西脇君

は、 6年前の当時も溺盗団長という織にあって、

村瀬学生に鯨の湿布さを摺リ込ませてしまった

張本人です。（ill村和夫）
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